別記様式第1号（第2条関係）
（その１）
（法第６条第１項の規定によるもの）
（表面）
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	第号
 eq \o\ad(身分証明書,　　　　　　　　　　　　　)
住所　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　
年　　月　　日生　
宅地造成等規制法第４条第１項の規定により土地に立ち入り、測量又は調査を行う者であることを証明します。
　　　　　　年　　月　　日
北見市長　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)　
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（裏面）
	5.4㎝
	

	宅地造成等規制法（抜粋）
（測量又は調査のための土地の立入り）
第４条　都道府県知事又はその命じた者若しくは委任した者は、宅地造成工事規制区域の指定のため他人の占有する土地に立ち入って測量又は調査を行う必要がある場合においては、その必要の限度において、他人の占有する土地に立ち入ることができる。
２　前項の規定により他人の占有する土地に立ち入ろうとする者は、立ち入ろうとする日の３日前までにその旨を土地の占有者に通知しなければならない。
３　第１項の規定により、建築物が所在し、又はかき、さく等で囲まれた他人の占有する土地に立ち入ろうとする場合においては、その立ち入ろうとする者は、立入りの際、あらかじめ、その旨をその土地の占有者に告げなければならない。
４　日出前及び日没後においては、土地の占有者の承諾があった場合を除き、前項に規定する土地に立ち入ってはならない。
５　土地の占有者又は所有者は、正当な理由がない限り、第１項の規定により立入りを拒み、又は妨げてはならない。
（証明書等の携帯）
第６条　第４条第１項の規定により他人の占有する土地に立ち入ろうとする者は、その身分を示す証明書を携帯しなければならない。
２　前条第１項の規定により障害物を伐除しようとする者又は土地に試掘等を行なおうとする者は、その身分を示す証明書及び市町村長又は都道府県知事の許可証を携帯しなければならない。
３　前２項に規定する証明書又は許可証は、関係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。
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